Studies on seed remains at Tsushima site in Okayama Pref. ―Their comparison with seed remains at other sites in Japan and the estimation of dissemination and form of farming― by Kasahara, Y. & Takeda, M.
旗竿研究 58:117-179(1979)
岡山県津島遺跡の出土種実の種類同定の研究
一 日本各地追跡間の残存奄実 の比較 とそれか ら
見た袋朗の伝播 と形態の推定*-






自然植生 自然的破壊によ 人間によって破 度 耕々され 都市近郊閉きれた土地 り開かれた土地 壊された土地 る土地 の造成地
林木･山草






























































118 農 学 研 究
跡の研究結果によって副題の ｢日本各地ILit跡tlJ]の残存種巽の比較とそれから見た農耕の伝
播と形態の推定｣について考察 して見たい,
本文を草するに当り,沖鳥追跡第日由党風担当の岡山大学 故和良誠一,近藤衣肌 岡山那 斗大草鎌
木義昌の講教授および倉敷考.i潮 々良 問監Jよし臥 fj,'2B]雅樹担当の文化庁 田村兜-,国立柑物館
野口歳晩 臥 L奈良文化財研究所 佐粁 点の諸氏,IBj山県教育委月会文化課の灯 F'各地近称の発掘担







従来,鎧緋遺跡から雑草磯子の山土は, 後述のように 皆無ではないが,きわめて 少な
い.その大きな原田は,古代は雅卓Iql.櫛やその自生が極端に少ないというのではな く,古
代出UFの性格を知る上に維卓唖実の倹Lilの並要性の認識イく足と,雑草範実の多 くは肉眼で





図版 E,F)よい方法である. しかし,鋭下の視野を万旭な く出すため 大へん 時間がかか
るし,小粒柚子は砂や土粒とまざらわ しくて見逃す恐れが多 く,定足的な方法ではない.
b)発掘した士を, どこ-ル掛 こ入れて室内に運んで,その土!100-500gを ビ-カー
に入れ 水道水を混 LJ:て1-2日,時1,こ5-6日放配した後に静かに土を砕 く.そして杓
子状の金網にガーゼを敷き,水洗しながら土砂と有肘 勿を分けガ-ゼ上の有機物を双眼実
体顕微鏡下におき植物種巽を1粒ずつ ビンセ ントで 取 り出す. この方法も時間はかかる
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第 1回調査 (A);1968年8月16日～9月23日 (調杏団長 杉原荘介) トレンチ 4本
(TトJ)の発掘,第2回調査 (B),I1969年2月24日～4月19日 (調査団長 八幡一郎)
120 ぷ連字 研 究
前回 トレンチに3つの小 トレソチを加え,IrH天を平面発抑 こおいて行なわれた.また,現


















































生前期;T1-m のI130cm下 (10),T.の南端-115-155cm下 (8)(10)(ll),AM49























































調 査 方 法 と結 果






所で, 第 5回●印の AM49,BK47(柱穴),CM50,53,55,56,CL55, DH57で,
E,0-P屑や野口トレンチや中央部 トレ･/チ,また満 Ⅲ③④ の壁など全部で35カ所で





薄 手 豆 手 ~ 虹他 .地表下の深さと土層の性状
L･tlH 弥 生 1VJ偶 ,O ilJ二J鎖色 細砂屑 -140cm
〟 lloot ′ 〟
tf_ !i_I-1宝.二 )."こ:∴ 二:_I
〝 5,50 滞 込 ん だ 部分 -140cm
9㌦ T3lIl工Nol15 今 l弥 生 前 期B

















































杭 の 南 部 20cm
北洲抗の中tilに堆萌した植物嗣




*藤 (1969)は T▲一日にJbLいて,深度 90cm まで弥生後胤 120cmまで弥生中 肌
それ以下は弥生前期という.これに従えば .T'0.17は弥生前期となる一
124 段学 研 究
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仰考 l)総計 11.6kgの土から47科 131柾
749粒が出土 した.
2)木本は 12位でニワトコ(14粒), i















を表面から筆先で水洗しながら唖実を検出した.串漸 こも No･3試料 (T4-II由端育黒色
細砂屑-140cm)弥生前那 TJL半の土から誠醍色に郁く粗を筆先で洗い出した. 広軌 金粉
が出たと思ったが,洗っているうち脚 地と2つの粗塑となり,2-3El後には黒変した(写






















人とのかかわり合い程度に よる グル-プ別に,それらの塩原 (図版参照)と粒数を弥生
前,前中期のように時代別にそれぞれ-1'ltして第3蓑に示した.
128 粒学 研 究
第3表によれば,第 1Fj](A)発掘では20カ所 11.6kgの土から検出された 種子は,
若干の不明を除いて47科131磁 (葉を入れて135種)の3,きi･こ達したが, 粍数は全部で
749粒であり,後述の他追跡よりもかなF)少なかった.それをグループ別にすれば,作物
6位 (56粒),食利用 10(37),水lfl(水中,水湿)雑草 19(94),田畑共通雑1号19(96),
畑 (人里)椎茸52(327),野草 17(103),木本は葉を含めて12(36)のように分けられ
た.粒教の多い種族には,粗,シソ, ヤナ牛タデ, ホタルィ, ノミノフスマ, ザクロソ

































第 4表 枠 島 追 跡 第 2 回
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3)CM 53の恥から, ゴ マらしいものが 2粒,スカシタ
=｣′ボウ, スズメノトウカラシ, ミノポロ1/Jrl粒ずつ
mたが凍間組として除外した.
4)スゲsp.には,7オスケ. タチスゲ. ナキ リスゲを
L.1号む
5)読中組数Iifがさ試 七13.4kgより101範あるが.癖Jlを
除いて 35科 100秤 18L17粒である.













C,東 側 ト レ ソ チ (第2次採鰍 筋6回参,EF.1)
第 5蓑 杵 島 迫 跡 第 3 回
B,内 側 ト L, ソ チ (第1･＼＼グルー7･と鵬瞥華甲＼:＼ミ-､
6130cm~F弥生TJ
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発 掘 敬 子 の 睦 餅 と 粒 数
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の供式では柾=f･がlj:かった.
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けの種は30唖であった.それをグルーブ別にすれば,作物 5唖 (197粒), 食利用6(19)












































代の水田用では コナギ12, オモダカ8粒だけであり, 同期の憐Ⅲでは,コナギ, ドクダ
ミsp･各6粒と7ワ7粒および他に5種が1粒ずつの出土である.同稲Ⅱの鎌倉～室町時
代も概4. シソ,コナ羊,ミズアオイ各5粒. スゲ班が 10粒だけであり,室町～江戸時
代の滞Ⅱでは,水田雑草のコナギ52粒, ミズアオイ34,ホタルイ54,ノ､リイ10, ヤナ




























pHは慨性的で Ehも大きく,(1)と (2)は pHが高く,Ehは低い･ (3) では pH
58巻 (1979) 135


















5)が6種34粒である.木水師 では 1)が17柾68粒, 2と3)が1-9屯4-19粒,
4)が6篠26粒,5)が9唖22粒で,il-革畑においても同頓向が見られた.それらは水稲
導入以後は佳少となる. 食利用と木本頴で fti｣二粒敬が 多い例は, ヤマグワ (87粒),サ
ルナシ (28), マタタビ (17), カラスヤ･'ソショウ (12)などと渡来柾といわれる カジノ
辛 (41),ニワ トコ (47)がある.人里細物.畑雑輩ではイヌホホスキ (5粒),カタバミ
(4),タテsp.(52), カラムシsp.(23), ザクロソウと-コベが2粒ずつ, 田畑共通種















第7表には帆l服 南部の剛II97,･津島 ･雄即 2'･川人と介敷'11上乗遺跡3'ぉよび次に述




























10-30cm,上面の価20-60cm.T端 50-15Ocrnの虻で旧まれた 30-80m 巳の･rB面が
22枚違って発見された.同年4試料 0.8kgの Lから25科45髄が検出し,ここでは その
一部の桝｣二面と畦畔を種子分析した結果を鞘7蓑 に示す.コナ半が最多で.訓土面では









第 6表 福岡市四箇および岡山県中北部 4退跡の時代別地屑から出土した種子の稚斯と粒数 (土 1kg当り換31･数)
推 定 時 代
食 (刺)用
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計 l30 2 21 142･5350･514918961521 3757539213,5716,5865361,178195
唖 数 3(3) l 7(8) 4(16)




















































第 7表 岡山県南部4遺跡と舌照 ･長原 ･日高 ･秋永 ･板付過跡の時代別地層から出土した主要種煩と粒数 (土1kg当り換罪粒数)
哩 4 (14)
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粘土層が平安時代, さらに 20cm粘土層をはさんで, 下方に弥生後期の土層であった.
1973年 1月に梢本県叔育庁文化課からこれらの土の送付を受け調査を行なった.第7表の
ように弥生後期では,全部の実測で55柾4.470粒があり,そのうち水田雑草21枚2,620








































ウ,スベリヒユ,イヌビュ, 7カザ (シロザ).ナズナ, エノキグサ,カタ/ミミ,キツネ


















































144 13-学 研 光








































































































































































































の東限まで達し,南九州には100年間のうちに南 ドしたとい う 70).この稲作の伝播には,



















































































































午)の和人の 胃内から138粒の マクワウリ亀子が 出土した,また麻矧 こほ稲,小麦,大
麦,キビ,アワ,大豆,赤豆,大麻千, トウアオイ,カラシナなどの種子があった.この
退跡にはかつての日本にあった主要作物のほとんどがあったことになる.











































ノオウ,-コベ sp.シロザ (-/カザ),サナユタテ,/､ルタラ, ミチャナギ,スイ/(,イラ
クサ sP.スズメノカタビラ,スズメノチッポウなどが出土している.それらはヨーロッパ,
ユーラシア原産であ り,近東,西南アンア地方で始まった安やエソドゥ,アブラナなどの作
























ヤツリ,チドメゲサ,ウ.)クサ,イヌノヒゲ,タイヌビ-? ヌメリグサ, ヒエガェリ, ヤナ




ゼキショウ, コナ半, テンツキ,ヤマイ,/､リィ, ホタルィ, コゴメガヤツリ, アセガ
ヤ,ヌカキビ, ケイヌビェ, ホソ/:オ1ーダカ,2b)同上夏畑雑草;オニタビラコ,イヌホ
ホズキ,メ-ジ牛, キ､'/ネノボタン, エノキクサ,イヌガラシ,スベリヒエ, イヌビ-,
ザクpソウ, カナムグラ, カヤツリグサ,ハマスゲ,メヒシ/I, チヂミザtf,3a)ユーラ
シア原産で中国北中部分布の 冬作畑緋勘 ノ､コベ sp.り クネッケバナ,シロザ, /､ルタ
154 E望学 研 究
チ, ミチャナギ,3b)同上〔J.田北朝石部の推苛;ヨモギ, ヒレ7ザミ, ヤエムブラsp.
カタ/ミミ,ナズナ,ノミノッブリ,ノミノフス7,クサノオウ,スイバ,スズメノカタビ
ラ,3C)r]仕舞尉 巨永日畑維7.LA;iソ/､コベ, ミズ-｣ベ, タガラシ, サナユタテ, i
ズアオイ, ミズガヤツ1),イバラそ.
それらを現在の中国 127･128㌧ 朝鮮 29)での分布を調べた ところ,*印は卸 可流域地酢 こ
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大m;=M 重 要 計 三 二
〝
lJ 室 町 期
〝 tl-_戸 期



















上欄 跡 警 蓑 鮎































































































四 箇 避 臥 4文後期
fl.'尾･谷尻並臥 托文政期
宮 尾 冶 帆 弥生以前
宮 尾 避 臥 弥生前JgJ





















社 町 過 臥 土師n刀
川 人 必 晩 春良糊
･,七品退 臥碓企耕
油 島 適 臥 せ含一夏IT
津 島近 捗,呈rT一江戸
控 .ErHも弘 明 冶期










































2) 著者らは,3回の発掘を通じて水n]i迭帖や瓶 ビットなどの残存種実の検出,席 煩
同定を行なった.




土全種実を,弥生前軌 同前中瓶 同利掛こ分けて,人とのかかわり合いの奄皮に グル
ープ別にし,各種ごとに粒敬をしらべた結果は,畑雑草と人里椀物群が52種 (327粒),
58巻 (1979) 159
田畑共通屯 19(96),水田維革 19(94),野草 17(103),食利用植物 10(37),木本耕 12
(36),作物6(56)であり,弥生前期には食利札 木本佃物がやや多 く,同中期では僅少
であった.
3) 第 1Ld発掘で採収した トL,ソチ4南端の二ヒ(A)とru描 込みに接する誹分 (B),
トレソチ2の舵七の辿り (C),明治38年の水H]層 (D)の採取上に ついて,pH とEh
を測定した結見 (A)pH5.4,Eh150mv･,(B)5･9,90mv･,(C)5･0,60mv･,(D)
4.7,410mv.であった. また DのIjJ]治38年の水代層 (採取62年前)か ら コゴメガヤ
ツリ,アゼナが発芽,生育した.その他の地層の柾巽は柾皮だけで内容がないので匠床し
なかった.
4) 第21亘磯nf.での採取土の分析結果は,第4表 のように,土 13･4kgから35科 100
磯 1,847粒が検LJ.･同定された.概が 出 L-.した旧水川は,弥生前期の CM 53屑と弥生



































































水稲渡来は 1,2回に限 らず何回に もわた って,虐接,間接の渡来であ ろ う.
12) 福岡市振付追跡の縄文晩期末に始 まった 水稲耕作か らそれにつづ く弥生前期初頭
の雑草群を同伴 して京上 し,同前畑州 半にl■Y.柚浄血:J出跡に伝播 し,同前湖中に大阪･奈良の
詣追跡を経て,滋幻聴部追跡に同車抑初めに適 した,その後,弥生後脚 二は大規模の水 田
遺構で知 られる静岡の登呂辿跡や遠 く群馬の 日高あた りの諸追跡で水稲叔埠が普及 した.
また,松山市の高閲退跡周辺へは東進遠路に入 り,熊本松永追跡には弥生後期以前に南1,
した と思われ る.岡山県中北部の話追跡は,弥生中,後期ごろ導入 した と思われ るが, こ
れ らの追跡では長 く馳mでの稲作がつづいた.岡山県南部諸追跡では弥生後期には,乾田
耕作 とな り,水田雑草の出土はきわめて少な く畑雑草の方が多い.板札 秋永,長原, 日
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カ ラ / ナ
ナ ク ネ
皮 ム ギ




















16 サ ル ナ ン
17 -'メ タ ヒ
18 ヤ マ フ ド ゥ
19 ェ ビ ノ ル
20 カラスザ L/シ =1
ウ
21 ク て イ チ コ
22 ㌢ ■_ノづ ソンT=
イチ 二g
23 キ イ IT-ゴ sp.
24 カ ン ノ キ
25 -1′ -, グ 7ー
水田 (水中,水湿)雑草
26 コ キ ク モ
27 ヌマ トラ / 汁
28 キ カ シ ク サ
29 ミズオ トギ リ?
30 ミ ス /､ コ ベ
31 ク カ ラ ン
32 ~く′ ノ モ SP,
33 ヤ ナ キ ク テ
34 サ テ ク サ
35 ミ ス ア オ イ
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茶 褐 7.0× 4 .0
10 5× 6 0
2.Ox 18
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40 クマ ガ ヤ ノ リ
41 ヒt/ジガヤ ツI)
42 ホ タ ル イ
43 タ イ ヌ ビ ェ
44 ヌ メ リ ク サ
45 サ ヤ ヌ カ ク サ
46 ヤナ ギ ス フ タ
47 オ :L ク JーJ
48 イ ハ -7 モ
49 ン ヤ ン ク
50 ヒ ル ム ノ P
51 ミ ク 1) sp,
田畑共通雑草
52 タカ サ ブ p ウ
53 ム / ク サ
54 ノ チ ド ノ
55 キ ンネ ノ,ボ タン
56 タネ ツ ケ ノミナ
57 ンp/:ナサ クラ
タテ
58 サ ナ ユ タ テ
59 ヤ ノ ネ グ サ
60 ウナ ギ ソ カ ミ
61 ギ ノ ギ シ
62 イ sp.
63 ソ ユ タ サ
64 ク タ カ ヤ ツ リ
65 コIJ,1カヤ ツ リ
66 ウ ン ク ク
67 テ ン ツ キ
68 ヒ テ リ コ
69 ヒ メ タ ク
7C- ス スノノテ ,メ
ウ
71 ケ イ ヌ ピ コ二
72 イ ネ 科
73 - イ ヌ メ リ
74 7 -ビ ガ ヤ
75 ヌ カ キ ビ
畑 雑 草
76 ヨ モ ギ
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71'｣ 槻 08×0 25
果 19x 1 4
/JIS 褐 3.Ox l.8
〝 1.4×0 6
〝 38×1､5
此 袖 15×0 5
〝 2.0×1 1
茶 褐 2.3×0 6
fP{ 禍 05×0 4



















AKfolitencS,a,ubsre::qoILl三:,sT?sT:三'LデLt:.Sap,'.le: Cup:esns二 I芸 芸 :;::;
KoY.UTA
OHVVJ
EchlnOChLoacrus-gaLL王BEAU､′･ t-I.ミ 褐 3･5×20
Gralllneae (回省略) -












































ヒ レ 7 ザ ミ CarduuscrispusL･
キ ク H Composlrae
キツ ネ ア ザ ミ IIL,mLSleJ,LalyralaBuNCE
オ寸 ジ シ ノ､リ herlSla♪onLCONAJtAT
(L基l省帽)
イ ワ ニ カ ナ I.sloloTuferaA.GRAY
コす 二クビうつ LaJ,SaneaPogOnOLdesMAXItl,!･
ヤフ グ ヒ ラ コ L,.humlLtsMAKINO
アキ ノ ノ ケ ソ L lndlCaL.vat-.lacLnLataHAl(A
ノ ナ モ ミ SlegeSbecktapubescensMAKINO
7キノキ リ･/ソ Soldagouu･ga･aureaL.V'lr.aSlaLLCa.h'＼k＼I
ウ
* ナ モ ミ XaTllhutm sLrLmar‡um L.
オニ タ ビ ラ コ YounglaJaJ)o'uCaDC･
ス ス ノ ウ )ー MeloLhriajaJ)OnlCaMAXIM･
イ ヌ ホ ホ ス キ Solanum nLgrLm L.
･､ダカホホズキ TLrTOCaJ)sECLtm anOmalum MAKINO三
キ ラ ソ ソ ウ jLJugadecumbensTHUNB･
ク ル マ ノ､ナ Clmoz'odLum ChinenM 0.KUNr7-EVflr.I,ar-
ulJ20rlJm HARA
ト ウ バ ナ C.g･rac乙Ie0.KuNT､7.E
メ ノ､ -) ギ L(JnnuruSS･ibLrLCuSL.
イ ヌ コ ウ シ ニ JMosloI)LnCLulaLaNAKAl
ウ ツ ボ ブ サ PrunellauulgarlSL.vaI~,lllacLnaNAlくAr
ノ＼ ナ イ バ ナ Bolんr10SPermum leTlel/um FrscH.elMEY.
ヤ ブ ノ ラ ミ TorilLSJa♪onlCaDじ
カラ ス ノ ゴ マ Corchoroj,sL!JomenlosaMAKTNO
エ ノ キ ク サ Acalyf･Ju70uSLralLSL.
カ 3 /､ ミ 0_yalESCOγnLCulaLaL.
カ書?ノエ / ト VLCLaOnguSli/oILaLIVar･Segela/LSKocJ-r･
キ ソ ミズ ヒ キ 1grLmOnlaPLlosaLEDE8.
- ビイ チ ゴsp･ L)uc/wsneasp.
ク サ / オ ウ Che/乙SOnLum maJuSL.subsp.astallCum HAR人
ナ ズ ナ Capsellabursa-paslortsMEDIK.
イ ス カ ラ ソ RorL♪PaLndLCaHTERON
ノ ミ ノ ツ ツ リ ArenarlaSerPyllL/oltaL.
ミ ミ ナ グ サ (I,rasllumholosLeoLdesFRIESWar.hallaL'sarzense
MIZUSHZMA
1日 ソ ノ ク サ SagmaJa♪onLCaOHNl
112 ノ ミ ノ フ ス て
113 ノ､ コ へ
114 ス ベ リ ヒ ユ
lI5 ザ ク p ソ ウ
日6 イ ノ コ / チ
117 イ ヌ ビ _-i





































芸′禍に 三:こ.':梨 褐 25×15
4,0×1,7
芸 霊 鳥 '62Xx最

























ミ チ ャ ナ ギ





? ? ?? ?
126 コ ア カ ソ
127 ク ワ ク サ
J28 カ ナ ム タ ラ
129 カヤ ン り ク サ
130 ヌ カ ボ
131 ノ ヒ / /､
]32 ヒメ イ ヌ ビ ェ
133 ネ ス ミ ノ オ
134 エ ノ コ ロ グ サ
野 草
135 ヒヨ ト リハ ナ
136 キ カ ラ ス ウ リ
7 ヒ メ ノ ソ
8 タ ノ ナ ミ ソ ウ
9 スス ヒ ト- 千
0 カワ ラ サ イ コ
L ネ コ ノ メ ソ ウ
2 -7 ル バマ ンネ'/
クサ





L46 ヤ -/L て オ
147 イ ラ ク サ sp,
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ニ ワ ト コ
ス キ
ヒ サ カ キ























ス 辛 の 梨壬


























CyclobalarEOPSESSP. (図省略) 〝 130×60
CasLanopsESCuSf,乙daLaScHOTTKl一 ( ′/ )
QuercusacuLtssimaCARR. ( 〝 )
Chamaecy♪ariSObLusaSIEB.e〔ZLCC.
CrypLomerlajaPOnlCOD.DoN ( ′ )
AbLeSJlrmaSIEBetZucc.
粥 褐 08×08 171 窯 禍 1.8×13
'A 褐 1.lxO.7 I74 淡茶槻 (TE粉裁?)0.7xO,7




/ ( /′ )
コ ナ ギ の 1､.
イ ネ の '1.
F ク カサ フロ ウ
粒の娘跡
抜 殻 と 地 軸
G 7スキ(二本木追跡)




























1 L当14とG,H7ス=咋 Li,10玄米,ll,t2ヒエC.Dナ'ラ /ナ柑r上炭化粒,その他は)fl･帥皮の
みて内部U)汁5火した退体である
2 櫛尖の大きさもよ長さと幅のilu定(LTu.である
3 H7ズキ粒は縦に 2'JIして tlL･部に幼ij/Jllわれている
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?
Tt1
